
                         

                    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

心豊かにたくましく生きる子供の育成 
＜めざす児童像＞ 

 敬愛 互いの「よさ」を認め、思いやりの心をもつ子 

 剛健 すすんで心身をきたえ、明るく希望に燃える子 

 修学 自ら学び考え、全力を尽くす子 R6.3.15 

№1３ 

 

福井市安居小学校 

3/12 令和 5年度 第１３7回 福井市安居小学校 卒業証書授与式 

来賓として西安居自治連合会長の加畑桂様、ＰＴＡ会長の中

川大輔様にご臨席いただきました。前の週に６年生が学年閉鎖

になり心配しましたが、式当日は無事全員が参加でき、一人一

人卒業証書を受け取りました。卒業生の立派な返事や優しい

歌声、在校生の心のこもったお別れの言葉に、互いの心が通

い合い、厳粛さとともに温かい雰囲気に包まれた卒業証書授

与式になりました。 

 

  

 

＜校長式辞＞（一部抜粋） 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

皆さんにとって、安居小学校で過ごした六年間は、どのようなものでしたか。新型コロナウイルス感染

症のため様々な制約を余儀なくされた時期もありました。この六年間は、楽しいことだけでなく思い通り

にならないことや辛いこともあったかもしれませんが、皆さんはその時々できることに一生懸命取り組み、

体も心も成長させてきました。特に、この一年間は最高学年として、様々な場面で自分の役割を自覚し、

立派に責任を果たしてきました。 

 皆さんが生きていくこの二十一世紀は、グローバル化に伴う国際競争の激化、人工知能やロボットの発

達による産業構造の変化など、将来の予測が困難な時代だと言われています。このような変化の激しい時

代をたくましく生き抜くためには、夢や目標に向かって挑戦する気持ちを忘れず、自らを磨き、高めてい

く必要があります。 

福井市出身の吉田正尚（まさたか）選手は日本のプロ野球で首位打者に２度も輝き、昨年はアメリカの

メジャーリーグに挑戦して、活躍を見せました。吉田選手は、体をいっぱいに使ったフルスイングが持ち

味ですが 腰への負荷が大きく、実は、度重なる故障で現役続行も危ぶまれていたそうです。しかし、吉

田選手は、乗り切れないものはないという信念で、一念発起し、トレーニングやメンタリティ、自己管理

の方法などを教わるため、ハンマー投げのオリンピック金メダリスト室伏広治氏に直筆の手紙を送りまし

た。何度も書き直し、誤字脱字がないかなどを知人にチェックしてもらうほど念を入れて投函したそうで

す。その熱意に心を動かされた室伏氏は指導を快諾。室伏氏のもと、体幹トレーニングに取り組み、その

おかげで休まず試合に出続けることができるようになり、現在も活躍を続けています。                     

 もうだめだと自分で壁をつくってしまうと そこで終わりになってしまいます。皆さんも、苦難にあっ

てもあきらめずに挑戦し、理想の自分の姿を追い続けてほしいと思います。たとえ夢が叶わなくても あ

きらめずに努力し続けることが 皆さん自身の心を大きく成長させ、たくましく生きる力を育んでいくこ

とでしょう。自分の感性を信じ、自ら考え、 

試行錯誤を繰り返しながら、一歩一歩前進 

し、いつのときか「この道より われを生 

かす道なし この道を行く」と言える「自 

分の道」を見つけてください。 

卒業生の皆さん、いよいよ旅立ちの時で 

す。まもなく北陸新幹線が延伸され、福井 

も輝く未来に向けた新たなスタートを切り 

ます。皆さんも安居小学校の卒業生である 

ことを誇りに 自信をもって新しい時代を 

切り拓いていってください。 

 

    



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                          

「児童の声・保護者の声・地域の声」ご意見やご感想をお知らせください。学校 HPからのメールでも構いません。 

       

 

 

     年 名前            （無記名でも結構です） 

この学校だよりは、学校のHP（http://www.fukui-city.ed.jp/ago-e/）でもご覧になれます。 

 

２月２７・２８日、５年生が企画、準備を行って 

きた「６年生を送る会」が開催されました。今年の 

テーマは「学年関係なく楽しくふれあい 笑顔で最 

高な送る会に！」でした。第１部はなかよしグルー 

プでゲームをしてふれ合いました。第２部は３年生が壁面を飾った体育館で行いました。４年生が持つ

花のアーチをくぐって６年生が入場。１年生は元気に「開会の言葉」を言いました。２年生は感謝の気

持ちをこめて６年生に金メダルをプレゼントしました。次に６年生から５年生へビブスの引き継ぎが行

われました。その後、５年生が６年生に関するクイズや寸劇で楽しませてくれました。全校で、今まで

お世話になった６年生に感謝の気持ちやおめでとうの気持ちを伝えることができました。また、６年生

はきれいな合唱をみんなにプレゼントしてくれました。最後は６年生の思い出ムービー。心温まるすて

きな送る会になりました。 

 

一年間、本校の教育活動にご理解・ご支援をいただき、誠にありがとうございました。 

第１部 なかよしタイム 

第２部 


